
受光器対応タイプ

レーザー墨出し器

このたびはタジマレーザー
をお買い上げいただき、
誠にありがとうございます。

お使いになる前に、この取扱説明
書を必ずお読みください。本製品
の性能をご理解の上で、適切な取
扱いと保守をしていただくようお
願いいたします。
取扱い方法などのお問い合わせは、
レーザー相談デスクへ
〈0120-933297〉。

お読みになった後は、後日必要に
なることがありますので、必ず保管
してください。

＜BLXセンサー矩十字・横全周＞

取扱説明書
●タジマレーザー専用受光器（ML-RCV、
NAVI-RCV）がご使用いただけます。
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本機を正しく使うためのご注意

安全上のご注意

警告 誤った取扱いをすると、「人が死亡または障害を負う可能
性があること」を示します。

本機はレーザー光を出射します。レーザー安全基準（JIS C 6802：2005）のク
ラス1Mに準拠していますが、以下に記載する内容には十分に注意してご使用く
ださい。

表示の説明

注意 誤った取扱いをすると、「人が障害を負う可能性、および
物的損害のみが発生する可能性があること」を示します。

してはいけないことを示す「禁止」表示です。

必ず実行していただくことを示す「強制」表示です。

安全にお使いいただくための重要な内容です。全てをよくお読みの上、指示に
従い正しく使用してください。

警
告

禁止

絵表示に
ついて

禁止

強制

■光学器具で直接レーザー光を見ないでください
望遠鏡やルーペなどでレーザー光を直接見ると危険です。

■レーザー光を直接のぞかないでください

■レーザー光路は眼の高さを避けてください

■レーザー光路に立ち入らないようにしてください

■レーザー光路に反射物を置かないでください

■レーザー光を他の人に向けないでください

■幼児や子供の手の届く場所には保管しないでください
レーザー光を連続して見ると、視力障害を起こすことがあります。
障害が疑われる場合は速やかに医師の診断を受けてください。

■ACアダプターは、必ずAC100Vを使用してください
AC100V以外を使用しますと発熱、発火の原因となり危険です。

■専用ACアダプター（品番：SL-ADP）以外は使用しないで
ください
本体の破壊・部品の劣化の原因となる可能性があります。
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■使用前使用後には、必ず精度確認をしてください
精度の確認方法通りに、使用前使用後に必ず精度確認を行ってください。
故障した状態でのご使用は、誤測定の原因になります。
詳しくは12～17ページの「精度の確認」をご覧ください。

■強いショックを与えないでください
本機を倒したり、落としたりしないでください。衝撃や振動が加わった場合
には精度確認を行ってください。

■本体を移動する際は、スイッチをOFFにしてください      
スイッチはOFFと同時に本体内部がロックされます。

■運搬する場合は、専用のキャリングケースに入れてください       
ケース収納時も衝撃や振動をあたえないでください。また、修理など荷物とし
て送る場合は輸送用外函に入れてお送りください。

使用上のご注意

注
意

■絶対に分解や改造をしないでください      
本機を分解、改造すると故障、感電の原因となります。

■使用しない場合は乾電池を取り出してください
乾電池から液が漏れ出して、故障の原因となります。

■使用しない場合はACアダプターをコンセントから抜いて
ください
発熱して、故障・感電・火災の原因となります。

■乾電池を火の中に入れたり、充電をして使用しないでくだ
さい
乾電池の液漏れ、発熱、破壊の原因となります。

■使用者への安全教育について
レーザー光の性質、危険性などについて、十分ご理解の上ご使用く
ださい。

禁止

強制

禁止

強制

強制
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■ACアダプターご使用について
● ACアダプターを引張ったりしないでください。本体の破壊・ケーブルの断
線等の原因となる可能性があります。
● ACアダプターは屋外で使用しないでください。水滴などにより故障の原因
になります。
● ACアダプターを取付けた直後一回目のスイッチON時はセンサーの初期設
定時間が付加され制御完了までの時間が若干延びます。
　2回目以降は通常動作時間で制御いたします。

■故障したまま、本機をお使いにならないでください　　
すぐに使用を中止して、お求めの販売店または、タジマメンテナンスセンター
に修理をご依頼ください。
詳しくは20ページ「故障した時は」をご覧ください。

■濡れたままお使いにならないでください　　
本機は防塵・防水性能（IP54）となっています。ただし、雨中での使用や、
出射窓の水分・汚れなどが精度不良の原因となります。必ず、水分・汚れを
拭き取ってからご使用ください。

■本機はー5℃～40℃の範囲でご使用ください
指定範囲外の温度で使用すると故障および精度不良の原因となる場合が
あります。

■結露したままお使いにならないでください
結露が確認されましたら、電源を入れずに結露が取れるまで放置してくだ
さい。その後電源を入れれば正常に作動します。
何時間たっても作動しない場合は、タジマメンテナンスセンターにご相談くだ
さい。
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■保管について
●必ず専用のキャリングケースに入れて保管してください。
●キャリングケースの掛金・ベルトが傷んでいたら本体を収納しないでくだ
さい。ケースや本体が落下してケガをする恐れがあります。

■本機や付属品の保管場所として、次のような場所には置かないでくだ
さい
●直射日光があたるところや暖房器具の近くなど高温になるところ
●冬場の屋外などの低温になるところ
●ダッシュボード、トランク、荷台や直射日光下で窓を閉め切った車内
●急激な温度変化のあるところ
●湿度の高いところ
●磁気を帯びたところ
●振動の多いところ

■お手入れについて
●ご使用後は機械の清掃をしてください。
●カバーガラスに水分や汚れが付着していると、ライン光が暗くなったり、
精度不良が発生する場合があります。水分をよく拭き取り、レンズクリー
ナーなどで汚れをきれいに落としてください。

●本体の汚れは、埃をよく払ってからやわらかい布で軽く拭いてください。
シンナーなどの溶剤では絶対に拭かないでください。

●雨がかかったときは、水分をよく拭き取ってからキャリングケースに収納し
てください。

免責事項
●取扱説明書で説明された以外の使い方によって生じた損害に対して、当
社は一切責任を負いません。

●本製品の精度確認を怠ったことによって生じた付随的な損害（事業の利
益の損失・事業の中断など）に対して、当社は一切責任を負いません。

●火災・地震・第三者による行為、その他の事故、使用者の故意または
過失、誤用、その他異常な条件下での使用により生じた損害に対して、
当社は一切責任を負いません。
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特徴

■高感度の水準センサーの採用とマイコン制御により、精密な水準出しが可能です。

■自動制御中は、制御ランプ（緑）が点灯することにより、誤った測量を防ぎます。

■単3形アルカリ乾電池4本で約9時間（フルライン使用・受光器ON時）使用
できます。（フルライン使用・受光器OFF時 約7時間）

■電源は付属のACアダプターも使用可能です。

■市販の単3形充電池もご使用いただけます。

■本機は防塵・防水仕様となっていますので、屋外での作業にもご使用いただけ
ます。

　※ACアダプターと本体の接合部分は防滴ではありません。

■専用のエレベーター三脚に取り付け可能です。

■タジマレーザー専用受光器（ML-RCV、NAVI-RCV）が使用可能です。

　※本機には、ナビ機能とリモコン機能はついておりません。

特　徴
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付属品

●レーザーゴーグル
　（品番：LA-GOGB）
 明るい場所でレーザー光が見にくい
時に、ご使用ください。

●単3形
　アルカリ乾電池＜4本＞

●専用キャリングケース

付属品

※目を保護するものではありません。
※暗い場所での使用には適しません。

●専用ACアダプター 
（品番：SL-ADP）
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各部の名称

出射窓 

モード切換スイッチ 

制御中ランプ 
電源（ライン切換）スイッチ 

DCジャック 

円型気泡管 

下部ポイント出射窓 

脚整準ネジ 

電池ボックス 

回転微調整ツマミ 
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電池残量が少ない場合は、レーザー光が
30秒間点滅後、自動的にOFFになります。
この場合、電池の寿命ですのでアルカリ乾
電池4本を同時に交換してください。 

使用方法　
※受光器の使用方法についてはタジマレーザーレシーバーの取扱説明書をお読みください。

1. お使いになる前に、電池ボックスに単3形アルカリ乾電池
を4本正しく入れてください。
又は、ACアダプターをDC
ジャックに差し込み、AC100V
の電源をお取りください。

2. 本機を水平にします。円型気泡管の気泡が赤い円の中心に来
るように脚整準ネジを回して
調整します。

3. 上面の縦・横いずれかのスイッチをONにしてください。制御が開始されレーザー光が出射されます。制御中は、制御中ランプ（緑）が点灯します。

本体が±2 以゚上傾いている場合は、
補正範囲外のためレーザーは自動的に
消灯します。

■光学器具で直接レーザー光を見ないでください。
■レーザー光を直接のぞかないでください。
■レーザー光を他の人に向けないでください。
レーザー光を連続して見ると、視力障害を起こすことがあります。

警告

強制

赤い円 気泡 

気泡管 
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5.縦ラインを使用する場合、下部ポイントを地墨に合わせるように本機を設置してください。本体を回転させ、地墨に縦ラインを合わせます。

6. 使用後は必ず全てのスイッチを切ってケースに戻してください。

回転微調整機能を
お使い頂くと、よ
り簡単に合わせら
れます。

4. 出射ライン/モードの切替えができます。

赤 

緑 

＜赤点灯＞ 

赤 ＜赤点灯＞ 

＜緑点灯＞ 

出射ライン切替スイッチ　 

・正面縦ライン  
・左側縦ライン 
・下部ポイント 

・全縦ライン 
・下部ポイント 

・水平ライン 
 （全周） 

受光器モード切替スイッチ 

受光器を使用する際にスイッ
チを押してください。 
※受光器モードではレーザー
ラインが薄くなります。 

鉛直クロス 
ポイント 

地墨 
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ライン固定モード

レーザーラインを固定して使用することが可能です。ライン固定モードでは、本
体を傾けても自動制御せずにそのままレーザーラインを出射します。自動補正
範囲以上傾けても消灯しません。
任意の2点間にレーザーラインを出射したい時などにご使用頂けます。

■ライン固定モードを使用すると、ラインの垂直・水平
は制御されません。      
レーザーラインの自動補正後にライン固定モードを設定しても、

微振動などで正しい水準を維持しているとは限りません。正しい

垂直・水平基準ラインを使用する場合は、必ずライン固定モードを

OFFにしてご使用ください。

警告

＜ライン固定モードOFF＞ 
全ての出射スイッチをOFFにすることにより、ライン固定モードを解除できます。 

※ライン固定モード使用時、続けて他のラインを出射す
ると固定モードのままラインが出射されます。 

※各ラインごとに個別に固定することはできません。 

＜ライン固定モードON＞ 
各ライン出射スイッチを長押し（5秒以上）することでライン固定モードになります。 
各ライン出射スイッチに対応したレーザーラインが固定モードで出射されます。 
ライン固定モードになると、ライン出射スイッチのLEDランプが点滅します。 
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仕　様

※1 防塵性規格 5級：機器の所定動作および安全性を阻害する量の塵埃は入らない。
　　防水性規格 4級：水の飛まつ（あらゆる方向からの噴霧）に対して保護する。
※2 本機には、ナビ機能とリモコン機能はついておりません。
●改良のため予告なく、仕様・外観を変更する場合があります。

BLXセンサー矩十字・横全周

BLX-KJC

可視光半導体レーザー

ライン 635nm/ポイント 650nm

クラス1M（JIS C 6802：2005）

1mW以下

75μSec（受光器ON時）

10mで±1mm以内 （5mで±0.75mm）

10mで±1mm以内 （5mで±0.5mm）

20mで±2mm以内 （10mで±1.5mm）

90°±（2mm/10m）

5mで±1mm以内 （3mで±0.75mm）

10mで約3mm

±2°

電子二軸センサー方式

保護等級IP54（防じん形・防まつ形※1）

ー5℃～40℃

単3形アルカリ乾電池 4本〈ACアダプター（付属）使用可能〉

受光器ON時約9時間

受光器OFF時約7時間

レーザー光点滅

（30秒間点滅後自動的に電源OFF）

高さ223mm×幅154mm

本体 約2,200g（電池含む）

キャリングケース収納時 約5,200g

135°

360°

10m先で±220mm

ML-RCV, NAVI-RCV※2

品       名

品       番

出 射 光 光 源

波 長

レーザー安全基準

光 出 力

パ ル ス 幅

縦 ラ イ ン 精 度

水 平ライン 精 度

前後左右通り精度

直 角 精 度

鉛 直 点 精 度

ラ イ ン 幅

自 動 補 正 範 囲

制 動 方 式

防 塵・防 水 性 能

使 用 温 度 範 囲

電 源

連 続 使 用 時 間

電 池 寿 命 警 告

外 形 寸 法

重 量

縦 ライン出 射 角

水平ライン出射角

微 調 整 範 囲

使用可能な受光器

（フルライン使用時）
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1) 風の影響の少ない既設の建造物の
壁を選び、高さ3mのポイントを
マーキングします。ここをポイント
Aとします。

2) ポイントAから下げ振りを吊した床
面のポイントをマーキングします。こ
こをポイントBとします。

3) この壁面のポイントBより、5m離
れた位置に本機を設置します。

4) 本機の円型気泡管の気泡が赤い円
の中心に来るように脚整準ネジを回
して調整します。

5) 電源スイッチ をONにして、縦ラ
インを出射します。

6) 正面縦ラインをポイントBに合わせ
ます。

7) そのままの状態で、ポイントAの位
置のレーザーラインをマーキングし
ます。ここをポイントCとします。

8) ポイントAとポイントCの差L1が許
容範囲以内であれば正常です。

9) 本機を回転させ、他の縦ラインにつ
いても同様に確認してください。

※この精度の確認方法の場合、当社
の精度保証規格は、1.5mm以内
です。

1. 縦ライン精度の確認

CA

L1

A
C

B

赤い円 気泡 

気泡管 

■光学器具で直接レーザー光を見ないでください。
■レーザー光を直接のぞかないでください。      
■レーザー光を他の人に向けないでください。
レーザー光を連続して見ると、視力障害を起こすことがあります。 

警告

B

3m

A

精度の確認
※本機を使用する前、使用した後に、必ず下記の方法で精度確認をしてください。使用前      使
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2. 鉛直クロスポイント精度の確認

1) 本機を天井高さ3mの部屋に設置し
ます。

2) 本機の円型気泡管の気泡が赤い円
の中心に来るように脚整準ネジを回
して調整します。

3) 電源スイッチ をONにして、全縦
ラインを出射します。

4) 下部ポイントと鉛直ポイントをマーキ
ングします。ここをそれぞれポイント
A　ポイントBとします。

5) 本機がずれないようにゆっくりと
180度回転させ、下部ポイントをポ
イントAに合わせます。

6) このときの鉛直ポイントをマーキン
グします。ここをポイントCとしま
す。

7) ポイントBとポイントCの差L1が許
容範囲以内であれば正常です。

※この精度の確認方法の場合、当社
の精度保証規格は、1.5mm以内
です。

■光学器具で直接レーザー光を見ないでください。
■レーザー光を直接のぞかないでください。      
■レーザー光を他の人に向けないでください。
レーザー光を連続して見ると、視力障害を起こすことがあります。 

警告

赤い円 気泡 

気泡管 
A

B

CB

C B

L1

A

CB

A

180°回転 

前      使用後の精度確認により、故障による誤作業を防ぎます。
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3. 水平ライン精度の確認

  1) 5m離れた壁（又は柱）の中央に、厚
み2～5cmぐらいの板を置いて、そ
の上に本機を設置します。

  2) 本機の円型気泡管の気泡が赤い円
の中心に来るように脚整準ネジを
回して調整します。

  3) 電源スイッチ をONにして、
レーザーラインを出射します。

  4) 一方の壁面に出射した水平ライン
の中心（正面縦ラインとの交差点）
をマーキングします。ここをポイン
トA' とします。

  5) 本機を180°反転して、もう一方の
壁面に出射した水平ラインの中心
（正面縦ラインとの交差点）を
マーキングします。ここをポイント
Aとします。

  6) 電源スイッチを一旦OFFにします。

  7) 本機をポイントA'側の壁ぎわの位
置に移動します。※本機の載ってい
る板を取除きます。

  8) 本機の円型気泡管の気泡が赤い円
の中心に来るように脚整準ネジを
回して調整します。

  9) 電源スイッチ をONにして、
レーザーラインを出射します。

10) 壁面にラインを出射し、正面縦ライ
ンをポイントA' にあわせます。そ
のときに水平ラインの中心（正面縦
ラインとの交差点）をポイント B'
とします。

5m
2.5m2.5m

A

赤い円 
気泡 

気泡管 

厚さ2～5cmの板 

AA
B

赤い円 

気泡 

気泡管 

AA

180°回転 

※本機を使用する前、使用した後に、必ず下記の方法で精度確認をしてください。使用前      使
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■光学器具で直接レーザー光を見ないでください。
■レーザー光を直接のぞかないでください。      
■レーザー光を他の人に向けないでください。
レーザー光を連続して見ると、視力障害を起こすことがあります。 

警告

11) 本機を180°反転して、もう一方の壁
面にラインを出射し、正面縦ライン
をポイントAにあわせます。

 出射した水平ラインの中心（正面縦
ラインとの交差点）をマーキングし
ます。これをポイントBとします。

12) 本機を右方向に約45°回転させ、
ポイントBの位置の水平ラインを
マーキングします。ここをポイントC
とします。

13) 本機を左方向に約90°回転させ、
ポイントBの位置の水平ラインを
マーキングします。ここをポイント
Dとします。

14) ポイントA'からポイントB'までの距
離L1と、ポイントAからポイントB　
ポイントC　ポイントDの最大距離
L2と最小距離L3を測定します。

15) L1とL2の差とL1とL3の差がそれぞ
れ許容範囲以内であれば正常です。

※この精度の確認方法の場合、当
社の精度保証規格は、±0.5mm
以内です。

16) 本機を回転させ、各方位についても
同様に確認してください。

B
A

B
A
180°回転 

A

L1

B

A

A B
CD

L 2

L 3
B

D
C

A
B

90°回転 

45°回転 
A A

B
CB

前      使用後の精度確認により、故障による誤作業を防ぎます。
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  1） 床が平らな場所を選び、長さ約11mの
水糸を床にピンと張ります。（現場の地
墨線をご利用いただいても可です。）

  2） 水糸の中央のポイントをマーキング
します。ここをポイントAとします。

  3） ポイントAより、両側5m離れたポイ
ントをマーキングします。ここをそれ
ぞれポイントB ポイントCとします。

  4） 本機をポイントAに設置します。

  5） 本機の円型気泡管の気泡が赤い円の
中心に来るように脚整準ネジを回し
て調整します。

  6） 電源スイッチ をONにして、全縦ラ
インを出射します。

  7） 下部ポイントをポイントAに合わせま
す。その状態で正面縦ラインをポイン
トBに合わせます。

  8） 下部ポイントを基準として左側縦ラ
インの5m位置をマーキングします。
これをポイントDとします。

  9） 本機がずれないようにゆっくりと回
転させ、左側縦ラインがポイントCに
合うようにします。

10） その状態で、ポイントDの位置の正面
縦ラインをマーキングします。これを
ポイントEとします。

11） ポイントDとポイントEの差L1が許
容範囲以内であれば正常です。

12） 他の矩についても同様に精度確認を
してください。

　　※この精度の確認方法の場合、当社の
　　　精度保証規格は、3mm以内です。

4. 矩精度の確認

11m

A

5m

5m

B

C

水糸 

左
側
縦
ラ
イ
ン
 

正
面
縦
ラ
イ
ン
 

A

B

CE

D

E
L1D

左
側
縦
ラ
イ
ン
 

正
面
 

縦
ラ
イ
ン
 

A

5m

5m

5m

B

CD

赤い円 
気泡 

気泡管 

■光学器具で直接レーザー光を見ないでください。
■レーザー光を直接のぞかないでください。
■レーザー光を他の人に向けないでください。
レーザー光を連続して見ると、視力障害を起こすことがあります。 

警告

※本機を使用する前、使用した後に、必ず下記の方法で精度確認をしてください。使用前      使
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前      使用後の精度確認により、故障による誤作業を防ぎます。

5. 左右通り精度の確認

  1）  床が平らな場所を選び、長さ約11m
の水糸を床にピンと張ります。（現
場の地墨線をご利用いただいても
可です）

  2） 水糸の中央のポイントをマーキング
します。ここをポイントAとします。

  3） ポイントAより、両側5m離れたポイ
ントをマーキングします。ここをそ
れぞれポイントB ポイントCとしま
す。

  4） 本機をポイントAに設置します。

  5） 本機の円型気泡管の気泡が赤い円
の中心に来るように脚整準ネジを回
して調整します。

  6） 電源スイッチ をONにして、全縦
ラインを出射します。

  7） 下部ポイントをポイントAに合わせ
ます。その状態で右側縦ラインをポ
イントBに合わせます。

  8） その状態で、左側縦ライン上のポイ
ントCの位置にマーキングします。こ
れをポイントDとします。

  9） ポイントCとポイントDの差L1が許
容範囲以内であれば正常です。

     ※この精度の確認方法の場合、当社  
　の精度保証規格は、1.5mm以内
　です。

10) 他の通りについても同様に精度確認
をしてください。

■光学器具で直接レーザー光を見ないでください。
■レーザー光を直接のぞかないでください。      
■レーザー光を他の人に向けないでください。
レーザー光を連続して見ると、視力障害を起こすことがあります。 

警告

11m

A

5m

5m

B

C

水糸 

C

D
L1

B

C
D

A

B

C

A

赤い円 気泡 

気泡管 



18

レーザーのラインが下部ポイントを基準として、正面10m・天井5m・床面1mの範囲で±
1mm以内に入る。（正面5m・天井3m・床面0.6mの範囲で±0.75mm以内に入る。）

縦ライン10m精度

レーザーのラインが下部ポイントを中心とした半径10mの範囲で±1mm以内に入る。
（半径5mの範囲で±0.5mm以内に入る。）

水平ライン10m精度

5m
10m

0.5mm

出射角 
360° 

0.5mm

1mm

1mm

5m
10m

1m

5m

0.6m

3m

出射角 
135° 

0.75
mm

0.75
mm

1mm 1mm1.5mm以内 

2mm以内 

精度の考え方
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よくあるご質問

保証

○同封してあります「無償修理・盗難・火災補償制度保証書」記載の保証規定を    
よくお読みください。

○運送用ケースに付随する包装材は、修理の際に製品の保護のために必要とな
りますので、大切に保管してください。

 よくあるご質問 確認項目

レーザー相談デスク（0120-933297）にお問い合わせく
ださい。

別売のタジマレーザーレシーバーをご使用ください。屋外使
用などレーザーラインが見えにくい場所でレーザー光を感
知し、音とランプでラインの位置をお知らせします。受光器
モードでラインを出射して、ご使用ください。

自動補正機能がついておりますので使用可能です。補正範
囲外の場合は脚整準ネジで調整してください。

レーザー安全基準のクラス1Mに準拠しています。通常の使
用方法でご使用の場合、「人体」への影響はありません。
ただし、望遠鏡やルーペ等の光学器具を用いた場合は、危険
ですのでレーザー光を直接見ないでください。また、人
に向けての出射はしないでください。

販売店でご購入の際、レーザー墨出し器についている盗難補
償申込書に必要事項をご記入いただき、保証書をお受け取り
ください。保証書をお受け取りになった時点で保証が有効と
なります。

操作方法がわから
ない場合は？

屋外で使いたい場
合は？

地面が傾いている場
所でも使用できるの?

レーザー光は「人
体」への影響はな
いの？

盗難補償はどうやっ
て加入するの？
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修理をご依頼される前に、上記の「故障かなと思ったら」を見て故障かどうかを
確認してください。

1）「保証書」の有無をご確認ください。
 購入時にご記入、保管いただきました「無償修理・盗難・火災補償制度保証
書」に必要事項が記入されているか再度ご確認ください。

2）本機と「保証書」をキャリングケース及び運送用外箱に入れ、お買い求めの
販売店にお持ちいただくか、タジマQ便サービスをご利用ください。

上記の方法で、解決できない場合は故障です。「故障した時は」をご覧ください。

故障かなと思ったら

故障した時は

 トラブルの状況 確認項目

電池の消耗・電池の入れ方・本体は十分に水平か（自
動補正範囲内か否か）を確認してください。

電池の消耗、カバーガラスの汚れの有無を確認してく
ださい。

新しい電池に入れ替えてください。

レシーバーの電池の消耗・電池の入れ方を確認してく
ださい。
受光器モードになっているか確認してください。

ラインが出ない

ラインが暗い

レーザーラインが点滅する

レーザーレシーバーが反応
しない
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本社/〒174-8503 東京都板橋区小豆沢3-4-3

http://www.tajimatool.co.jp

■当製品は精密電子部品を使用しています。

 外部からの強い衝撃により精度不良となるおそれがあります。お取扱いおよ
び保管には十分に注意してください。尚、お客様が本説明書に記載された警
告及び注意に従わないことに起因して、損害が発生した場合には、当社はその
責を負いません。ご了承ください。

SE0903500

■修理についてのお問い合わせは・・・ 

タジマメンテナンスセンター 

0120-470282
フリーFAX.0120-243324

〈受付時間〉　月曜日～金曜日（祝日・当社指定休日を除く） 8：40～18：00

■製品についてのお問い合わせは・・・ 

0120-933297
〈受付時間〉 月曜日～金曜日（祝日・当社指定休日を除く） 9：00～17：30

レーザー相談デスク 


